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敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て

金

志

玄

一

は
じ
め
に

北
宋
の
天

三
年
（
一
〇
二
五
年
）
四

二
十
三
日
、
眞
宗
の

皇
后
で
あ
り
、
皇
太
后
と
し
て
攝
政
中
で
あ
っ
た

皇
太
后
劉

氏
は
、
六

時
代
の
女
仙
魏
華
存
の
故
事
に
な
ら
い
、
茅
山
（
江

蘇
省
句
容
市
）
の
崇
禧

に
お
い
て
上
淸
經

を
受
け
る
儀
禮
を

行
っ
た
。
そ
れ
を
記
し
た
記
事
に
は
、

壇
に
臨
ん
で
傳
授
儀
禮

を
執
り
行
っ
た
臨
壇
保

・
臨
壇

度
・
臨
壇
度
師
と
い
う
三
人

の
師
の
姓
名
が

記
さ
れ
て
い
る�１
）。
こ
の
記

に
よ
れ
ば
、
上
淸

壇
が
建
て
ら
れ
、
玉

場
を
七
日

開
き
、
謝
恩

場
を
さ

ら
に
三
日

開
い
た
と
い
う
。

敎
經
典
の
傳
授
が
嚴

か
つ

密
な
儀
禮
を

っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
記

で
あ
る
。
こ
こ
で

目
し
た
い
の
は
、

敎
の
經

を
傳
授
す
る
際
に
必

と
さ
れ

た
、
保

・

度
・
度
師
の
三
師
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
三
師
に
關
す
る
規
定
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
そ
れ
は
六

時
代
に
遡

る
。六

時
代
に
お
け
る

敎
の
體
系

が
、

敎
經
典
の
整
理
と

儀
禮
の
整
備
を

じ
て

め
ら
れ
た
こ
と
は

知
の

り
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
儀
禮
の
整
備
に
お
い
て
、

敎
が
佛
敎
を

識
し
て
い
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る

敎
儀
禮
に

つ
い
て
、

な
る
佛
敎
儀
禮
の
模
倣
と
み
る
の
で
は
な
く
、

敎

三
九

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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が
儀
禮

立
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
き
た
の
か
、
そ

れ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

敎

特
色
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考

察
し
て
い
き
た
い
。

六

時
代
の
中
國
佛
敎
に
お
い
て
は
、
受
戒
儀
式
の
確
立
が
重

な
問
題
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

敎
に
お
い
て
そ
れ

に
擬
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
經
典
傳
授
の
儀

式
で
あ
る
。

敎
經
典
の
傳
授
は
、
山
中
に

遁
し
た
師
弟
の

に
行
わ
れ
る

儀
を

し
、

の
な
か
に

壇
を
建
て
、
傳
授

の
證
人
が
見
守
る
な
か
で
行
わ
れ
る
體
系

な
儀
禮
に
發
展
し
た
。

そ
の
よ
う
な
傳
經
の
儀
禮

と
と
も
に
「
師
」
の
役

も
多

に

分

し
、
經
典
傳
授
に
お
い
て
、
二
種

の
「
三
師
」
が

立
し

た
。
そ
の
一
つ
は
、
傳
授
さ
れ
る
經
典
の
權
威
と
正
統
性
を

保

す
る
「
傳
授
系

上
の
三
師
」、
す
な
わ
ち
經
師
・

師
・
度
師

の
三
師
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
嘗
て
考
察
を
行
っ
た�２
）。

本
論

で
は
も
う
一
つ
の
三
師
、
つ
ま
り
、

皇
太
后
の
授

記
事

に
み
え
る
保

・

度
・
度
師
の
「
臨
壇
三
師
」
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

二

壇
に
登
る
三
師

（
一
）
臨
壇
三
師
の
規
定

ま
ず
、
壇
に
登
る
三
師
の
規
定
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
規
定
が
み
え
る

古
の

料
は
、
陸
修

靜
（
四
〇
六
〜
四
七
七
）
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』（
以
下

『
授
度
儀
』
と
略

）
で
あ
る�３
）。
そ
れ
ま
で
靈
寶
經
を
傳
授
す
る
儀

禮
に
つ
い
て
正

が
な
か
っ
た
の
で
、
陸
修
靜
は

々
な
靈
寶
經

を
參
照
し
て
傳
授
規
定
を
定
め
、『
授
度
儀
』
を
撰
し
た
。
陸
修

靜
の
傳
經
儀
禮
が

時
代
の
も
の
と
異
な
る
點
は
、「
落

血

の
盟
」
に
代
え
て
、
髪
を

す
る
靑
紋
ぎぬ
と
血
を

す
る

紋

を
含
む
八
種

の
信
物
を
用

し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。『
授

度
儀
』
に
よ
れ
ば
、
傳
經
儀
禮
の
當
日
に
は
、
壇
上
で
『
靈
寶
赤

書
眞

』
と
『
五
符
經
』
を
授
か
る
「
大
盟
」
を

げ
る
法
式
が

行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
「
法
師
は
弟
子
と
壇
に
臨
む
。

【
經
典
傳
授

系
上
の
三
師
】｛

時

｝

經
師→

師→

度

｜度
師―

保

｛共時的｝
【臨壇三師】

四
〇

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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三
師
・
五
保
は
法

を
嚴

し
、
弟
子
は
皆
な
玄
冠
・

褐
」
と

あ
り
、
臨
壇
の
法
師
に
三
師
・
五
保
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る�４
）。

こ
の
儀
式
は
、
天
上
と
體

の
神
々
を
召
喚
す
る
各
種
の

と

存
思
を
行
い
、

後
に
師
弟
の

に
盟
誓

（
丹
水

・
自
盟

・
六
誓

）
を
讀
み
上
げ
、
法
位
を
授
け
る
も
の
で
あ
る
。
六

誓

を
授
か
る
と
、
弟
子
は
本
師
に
九

し
、

度
を
含
む
「
三

師
」
に
三

を
す
る
（
四
三
ｂ
）。
こ
の
『
授
度
儀
』
に
よ
っ
て
、

弟
子
と
と
も
に
壇
に
臨
む
「
三
師
と
五
保
」
が
受
度
式
に
參
加
し

た
こ
と
は
知
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
役

を

果
た
し
て
い
た
の
か
は

然
と
し
な
い
。

さ
ら
に
三
師
に
つ
い
て

報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
、
六
世

紀

の
も
の
と
比
定
さ
れ
る
『
正
一
威
儀
經
』
で
あ
る�５
）。
そ
れ

に
よ
る
と
、「
壇
に
登
る
こ
と
、
皆
須
く
三
師
・
五
保
を
立
て
、

授
度
を

臨
し
、
得
失
を

察
し
、
用
て
三
天
・
五

の
司
に
對

す
べ
し
」
と
あ
る
（
四
ｂ
）。
す
な
わ
ち
、
三
師
は
三
天
、
五
保

は
五

に
擬
え
ら
れ
、
授
度
が
正
し
く
行
わ
れ
る
か
を

察
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

に
「
壇
に
登
り
、
附
授
し

て
已
む
。
便
ち
弟
子
を
し
て
法

を
冠
帶
せ
し
め
、
其
の
位
號
を

傳
う
。
弟
子
は
位
號
を

し
、
本
師

び
太
上
十
方
に

」
し
、

後
に
「
受

し
畢
ら
ば
、

素
を
以
て
三
師
の
名
諱
・
形

・

年
幾
、

び
登
壇
の
三
師
・
五
保
を
書
し
、
弟
子
に
與
う
」（
五

ａ
）
と
あ
り
、
傳
授
の
證

と
し
て
傳
授
系

上
の
三
師
（
經
・

・
度
）
の
姓
名
と
と
も
に
、
壇
に
登
っ
た
三
師
・
五
保
の
姓
名

を
絹
に
書
い
て
弟
子
に
與
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

梁
末
〜

立
の
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉

科
戒
營
始
』（
以

下
『
科
戒
營
始
』
と
略

）
の
記

か
ら
は
、
度
人
儀
に
お
け
る

臨
壇
三
師
の

體

な
役

が
知
ら
れ
る
。
入

は
、
壇
下
に

お
い
て
父
母
と
天
子
に
對
し
て
辭
謝
の
禮
を
行
っ
た
後
、
北
に
向

い
て
「
三
寶
」、
す
な
わ
ち
太
上
無
極
大

・
三
十
六
部

經
・

玄
中
大
法
師
に

依
す
る
こ
と
を
表
す
三

禮
を
行
う
。
そ
の
後
、

西
に
向
い
て
「
臨
壇
三
師
」
に
禮
を
表
す
。
す
る
と
、
保

師
は

入

に
法

の
下
衣
（
法

）
を
、

度
師
は
上
衣
（
雲
袖
・

法

）
を
、
度
師
は
法ほう
皮ひ
を
つ
け
て
や
る
。
冠
と
法

の
着
用
が

わ
る
と
、
入

は
こ
れ
ら
の
三
師
に
三

す
る�６
）。

し
た

『
正
一
威
儀
經
』
に
お
い
て
は
、
受

の

後
に
弟
子
に
法

を

着
用
さ
せ
た
が
、
こ
こ
で
臨
壇
三
師
は
、
受
度
の

に
入

を

四
一

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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す
る
法

を
着
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
受
度
式
の

を

管
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

張
萬
福
（
八
世
紀
）
の
『
洞
玄
靈
寶
三
師
名
諱
形

居

方

』
は
、

士
の
位
階
ご
と
に
經
典
傳
授
儀
式
の
際
に
必

と
す

る
師
の

貌
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
五
千

』、
す
な
わ
ち

『

德
經
』
の
傳
授
に
は
、
經
典
傳
授
の
證

と
し
て
儀
式
に
參

加
し
た
師
の
姓
名
を
書
い
て
受
經

に
渡
す
。
そ
の
書
き
方
は

の
よ
う
で
あ
る
。

度
師
某
州
郡
縣

里
・
男
女
官

士
先
生
・
姓
某
・
諱
某
・

年
如
干

・
字
某
。

師
某
州
郡
縣

里
・
男
女
官

士
先
生
・
姓
某
・
諱
某
・

年
如
干

・
字
某
。

經
師
某
州
郡
縣

里
・
男
女
官

士
先
生
・
姓
某
・
諱
某
・

年
如
干

・
字
某
。

一
、
三
師
三
人
。（
謂
之
法
師
）

二
、
五
保
五
人
。（
謂
之

）

三
、
六

六
人
。（
謂
之

齋
）

四
、
七
證
七
人
。（
謂
之
侍
經
）

五
、
八
度
八
人
。（
謂
之
侍
香
）

六
、
九

九
人
。（
謂
之
侍
燈�７
））

こ
の
記

に
よ
れ
ば
、
經
典
傳
授
系

上
の
三
師
、
す
な
わ
ち
經

師
・

師
・
度
師
の
三
師
の
名

の
後
に
、
三
人
の
三
師
（
法

師
）、
五
人
の
五
保
（

）、
六
人
の
六

（

齋
）、
七
人
の
七

證
（
侍
經
）、
八
人
の
八
度
（
侍
香
）、
九
人
の
九

（
侍
燈
）、
合

計
三
十
八
人
の
名

を
記
す
。
た
だ
し
、
こ
の
三
十
八
人
の
場
合

は
、

屬
の
州
縣
か
ら
法
位
ま
で
詳
し
く
書
か
ず
に
、

に
名

の
み
を
記
す
。
ま
た
こ
れ
ら
三
十
八
人
は
「
皆
是
れ
師
の
同

學
・
高
德
・
親
知
、
或
い
は
神
足
弟
子
・
俊
彥
英
才
た
り
。
同
に

辭
を
爲
し
、
更
も
相
い

し
、
之
を
敬
う
こ
と
師
の
如
く
し
、

號
し
て

人
と
曰
う
。
巾
刀
を
奉

し
、
以
て
塵
垢
を
拂
拭
し
、

纏てんばく
を

し
、
煩

の
羅
を
解
釋
し
、
障

の
網
を
破
除
す
る

を
期
す
。
義
は
解

に
存
し
、
淨

に
逍
遙
す
。
淺
識
末
學
は
みだ

り
に
す
る
勿
れ
。
此
の

に
名
を
三
師
の
諱
の
下
に

記
す
」

（
二
ｂ
〜
三
ａ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
度
師
の
同
學
、
ま
た
は
優
れ
た

弟
子
の
中
か
ら

ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
、「
三
師
（
法

師
）」
は
臨
壇
三
師
に
該
當
し
、
五
人
の

と
六
人
の

齋
ま

四
二

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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で
、
儀
式
を

行
・

察
す
る
役

を
果
た
す
も
の
以
外
に
も
、

經
・
香
・
燈
に
侍
す
る
儀
式
の
補
助
役
ま
で
、
儀
式
の

行
に
必

な
役

が
詳
細
に
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
洞
神
經
以

上
、
三
洞
經
の
傳
授
儀
式
の
場
合
、
こ
の
三
十
八
人
に
つ
い
て
は

「
臨
壇
證

三
師
」（
三
ｂ
）
と
い
う
言
葉
で
括
っ
て
い
る
。

實
は
、
張
萬
福
の
規
定
と
ほ
ぼ
同
じ

容
が
、
陳
隋
頃
の

立

と
さ
れ
る
『
傳
授
經
戒
儀

訣
』
と
『
老
子
傳
授
經
戒
儀

訣
』

（『
三
洞
珠
嚢
』

引
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る�８
）。
兩
方
と
も
に
太
玄

部
『

德
經
』
の
傳
授
に
關
わ
る
儀
禮
規
定
で
あ
る
。
太
玄
部
の

立
以
降
、『

德
經
』
の
傳
授
と
か
か
わ
っ
て

立
し
た
儀
式

で
あ
る
こ
と
は

い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
、

「
正
師
・

度
師
・
證
盟
師
」
と
記
し
て
い
る
。
保

師
が
證
盟

師
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
保

」
に
盟
誓
を
證

す
る
役

が
あ
っ
た
こ
と
を

推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
三
洞
珠
嚢
』

引
の
『
老
子
傳
授
經
戒
儀

訣
』
に
は
、
三
十
八
人
の
中
の

「
三
師
」、
い
わ
ゆ
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
は
、「
其
の
一
人
を
正

師
と
爲
し
、
二
人
を
護
師
と
爲
す
」
と

記
し
（
一
ｂ
）、
ま
た

「
同
に

辭
を
爲
す
」
に
つ
い
て
は
、「
受
法
の
辭
を

し
て
以
て

修
齋
し
、
然
る
後
に
其
の
戒

を
授
く
な
り
」
と

べ
て
い
る

（
二
ａ
）。
こ
れ
ら
の
記

か
ら
、
臨
壇
三
師
は
三
十
八
人
を
一
組

と
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、

「
三
十
八
人
、
備
う
能
わ
ざ
る

、
多
少
は

に
隨
う
」
と
し
て

況
に
よ
る
柔
軟
性
を
持
た
せ
、

小
限
六
人
は
必

で
あ
る
と

し
た
（
一
ａ
）。

と
こ
ろ
で
、
三
十
八
人
が
壇
に
臨
む
と
い
う
規
定
は
い
つ
か
ら

始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
三
師
・
五
保
に
法
師
・

な

ど
の
名

が
附
與
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
ら
な
の
か
。
現
存
す
る

料
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
お
お
よ
そ
劉
宋
時
代
以
降
、
陸
修

靜
の
影

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
修
靜
は
『
洞
玄
靈
寶

齋

光
燭
戒
罰
燈

願
儀
』
に
お
い
て
、
法
師
・

・

齋
・

侍
經
・
侍
香
・
侍
燈
そ
れ
ぞ
れ
の

格
に
つ
い
て
、
典
據
を
引
い

て

し
て
い
た�９
）。

例
え
ば
、
臨
壇
三
師
に
あ
た
る
「
法
師
」
の

格
に
つ
い
て
は
、「『
經
』
に
云
え
ら
く
、
當
に
高
德
の
經
義
を

玄
解
す
る
も
の
を

ぐ
べ
し
、
と
。
斯
の
人
た
る
や
、

德
は

に
充
ち
、
威
儀
は
外
に
備
わ
り
、
俯
仰
動
止
、
法
式
に
非
ざ
る
は

莫
し
。
三
界
の
範のり
と
す
る

、
鬼
神
の
み
る

、
關

願
す
れ

四
三

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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ば
、
眞
に

じ
靈
を
召
し
、
疑
を
釋
し

を
解
し
、

賢
を

せ
し
む
」
と
す
る
（
十
三
ａ
）。
こ
こ
で
引
用
し
た
經

は
、
靈

寶
經
の
一
つ
で
あ
る
『

齋
經
』
の
こ
と
で
あ
り
、
太
極
眞
人
の

言
葉
に
託
し
て
靈
寶
齋
の
方
法
を

し
た
部
分
で
あ
る
。

太
極
眞
人
曰
く
、
靈
寶
齋
を
建
つ
る
の
法
は
、
高
德
の
經
義

を
玄
解
す
る

を

げ
、
法
師
と
爲
す
。

に
才
智

に

し
て
、
能
く
妙
理
に

じ
、
法
度
を
聞
見
す
る
も
の
を
、

と
爲
す
。

に

齋
は
、
非
法
を

罰
す
。

に
侍
經
、

に
侍
香
、

に
侍
燈
、

第
に
坐
處
す
。
先
に
此
の
經
を

受
く
る
を
上
と
爲
し
、
後
に
受
く
る
を
下
と
爲
す�10
）。

三
十
八
人
は
す
べ
て
該
當
經
典
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
構

さ
れ
、
そ
の
上
下
關
係
は
受
經
の
順
序
に
そ
っ
て
決
め
ら
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
『

齋
經
』
に

か
れ
た
法
師
・

以
下
の

と
、
陸
修
靜
が
『
授
度
儀
』
を
作

し
た
時
に
參
照
し

た
『
金

』・『

』
等
の
經
典
に

か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
三

師
・
五
保

と
が
複
合
さ
れ
、「
法
師
」
が
臨
壇
三
師
に
、「

」
が
五
保
に
當
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
師
・
五
保
の
數

を
三
十
八
人
と
決
め
た
の
は
陸
修
靜
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以

降
の
こ
と
な
の
か

然
と
し
な
い
が
、
重

な
の
は
、
受
經
儀
禮

に
必

な
師
に
つ
い
て
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
の
な
か
に
存
在
す
る

を
整
理
し
、
壇
上
に
お
い
て
行
う
儀
禮
の
形
式
を
定
め
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

陸
修
靜
の
規
定
は
靈
寶
經
の
傳
授
に
限
ら
ず
、
後
に
は

敎
の

經
典
傳
授

般
に
わ
た
っ
て

用
さ
れ
た
。『
受

第
法
信
儀
』

（

ま
で
に
は

立
）
は
、
正
一
經
よ
り
三
洞
經
の
傳
授
す
べ
て

に
お
い
て
三
師
・
五
保
の

格
を
、「
上
淸
玄

大
洞
法
師
」
と

「
上
淸
大
洞
三
景
弟
子
」
以
上
、
つ
ま
り
、
三
洞
經
を
す
べ
て
傳

授
さ
れ
た

士
と
し
て
い
る�11
）。
た
だ
し
、
實
際
に
そ
こ
ま
で
嚴
格

に
守
ら
れ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
以
下
に
お
い
て
は
、
臨
壇
三

師
の
實
例
を

討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
臨
壇
三
師
の
實
例

臨
壇
三
師
が
實
際
に
壇
上
に
た
て
ら
れ
た

古
の
例
は
、
景
雲

二
年
（
七
一
一
）
と
先
天
元
年
（
七
一
二
）
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
、
金
仙
・
玉
眞
公

の
靈
寶
經
お
よ
び
上
淸
經
の
傳
授
儀
禮
で

あ
る
。
こ
の
儀
禮
に
は
、
三
師
五
保
の
規
定
を
整
え
た
張
萬
福
本

四
四

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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人
が
臨
壇
三
師
の
一
人
と
し
て
參
加
し
た
。
七
一
一
年
正

十
八

日
、
大

の

眞

に
は
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
の
三

の

壇
が

建
て
ら
れ
、
豪
華
な
各
種
信
物
が
備
え
ら
れ
、
靈
寶
經
の
傳
授
儀

禮
が
行
わ
れ
た
。
十
四
日

に
わ
た
っ
て
續
い
た
齋
戒
の
後
に
行

わ
れ
た
こ
の
儀
式
に
は
、
老
君
が
壇
上
に
降
臨
し
て
公

と
話
し

た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
一
年
後
、

十

二
十
八
日
に
上
淸
經
の

傳
授
儀
禮
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
張
萬
福
は
こ
の
時
、「
臨

壇
大
德
證
法
三
師
」
に
あ
ず
か
っ
た
と
證
言
し
て
い
る
。
度
師
を

務
め
た
史
崇
は
「
三
洞
大
法
師
」
の
法
位
を
持
ち
、
張
萬
福
も
お

そ
ら
く
「
三
洞
法
師
」
の
法
位
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

張
萬
福
が
『
三
洞
衆
戒

』
と
『
三
洞
法

科
戒

』
を
撰
し
た

際
、
彼
の
法
位
は
「
三
洞
弟
子
京
太
淸

士
」
で
あ
っ
た
が
、

お
そ
ら
く
兩
公

の
受
度
式
は
そ
の
後
で
あ
ろ
う
し
、
張
萬
福
の

後
の
法
位
は
「
三
洞
法
師
」
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る�12
）。

ま
た
玄
宗
の
場
合
、
開
元
九
年
（
七
二
一
）
に
司
馬
承
禎
か
ら

受

し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る�13
）。
そ
の
際
に
司
馬
承
禎
が
「
度

師
」
で
あ
っ
た
と
い
う

は
な
い
が
、
兩
公

の
先
例
を
み
る

と
お
そ
ら
く

い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
實
際
に
壇
上
に
參
席
し

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
天
寶
七
年
（
七
四
八
）
大
同
殿
に
お
い
て

玄
宗
が
三
洞
經
を
受
け
る
儀
式
を
行
っ
た
時
に
、
李
含
光
を
「
度

師
」
と
し
て
禮

し
た
と
い
う
記
事
は
あ
る�14
）。

そ
れ
か
ら

に
あ
げ
た
宋
代
の
例
で
あ
る
が
、

皇
太
后

の
上
淸
經

の
傳
授
に
は
、
度
師
に
朱
自
英
、

度
に
蔣
元
吉
、

保

に
張
紹
英
が
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
授

に
な
ら
っ
て
寧
宗
の

皇
后
楊
氏
（
恭

仁
烈
皇
后
）
は
、
嘉
定
三
年
（
一
二
一
〇
年
）
五

十
六
日
に

敎
經
典
を
受
け
る
。
そ
の
際
に
は
、
度
師
に
茅
山

三
十
四
代
大
宗
師
で
あ
っ
た

汝
積
が
あ
た
り
、
保

に
は
任
元

阜
が
あ
た
っ
た
。

度
は
記

に
缺
落
が
あ
り
分
か
ら
な
い
。
任

元
阜
は
後
に
第
三
十
五
代
の
茅
山
宗
師
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
時

に
は
ま
だ
「
太
上
靈
寶
無
上
洞
玄
法
師
」
と
い
う
法
位
し
か
持
っ

て
い
な
か
っ
た�15
）。

皇
族
の
受
度
式
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
嚴
格
に
行

わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
お
い
て
も
臨
壇
三
師
の
法
位
は

「
三
洞
法
師
」
と
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四
五

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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三

臨
壇
三
師
と
佛
敎
受
戒
に
お
け
る
三
師

以
上
に
お
い
て
三
師
五
保
を
含
め
て
經
典
傳
授
に
多
數
の
證
人

を
た
て
る
制
度
の
骨
格
が
、
お
お
よ
そ
劉
宋
時
代
に
作
ら
れ
た
こ

と
を
確

し
た
。
そ
こ
に
は
、
三
師
に
加
え
て
「
七
證
」
と
い
う

言
葉
が
み
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
三
師
七
證
」
は
、
佛

敎
の
受
戒
に
か
か
わ
る
言
葉
で
あ
る
。
佛
敎
の
受
戒
に
お
け
る

「
三
師
七
證
」
と
は
、
出
家

が

足
戒
を
受
け
る
際
に
、
受
戒

儀
式
を

行
し
、
ま
た
そ
れ
を
證

す
る
十
人
の

侶
を
い
う
。

織
田
得
能
の
『
佛
敎
大
辭
典
』
の

に
よ
れ
ば
、
受
戒
の
三
師

の
う
ち
、「
戒
和

」
は
「
正
し
く
戒
を
授
け
る
」
直
接
の
師
匠

で
あ
り
、「
こん
ま
師し
」
は
「
表
白

び

の

を
讀
む
も
の
」、

つ
ま
り
戒
律
を
唱
え
な
が
ら
司
會
・

行
を
す
る
役
、
ま
た
「
敎

授
師
」
は
、
受
戒

に
「
威
儀
作
法
を
敎
え
る
も
の
」、
つ
ま
り

受
戒
の

低
條
件
を
質
問
す
る

問

の
役

で
あ
る�16
）。

そ
れ
ぞ

れ
六

時
代
の
譯
語
は
、
鳩

羅
什
（
三
五
〇
〜
四
〇
九
）
譯
の

『
十
誦
律
』
に
よ
れ
ば
、「
和
上
」・「
阿

梨
」・「
敎
師
」
で
あ
る�17
）。

こ
れ
ら
の
三
師
は

敎
の
經
典
傳
授
儀
式
に
お
け
る
度
師
・

度
・
保

に
相
應
す
る
と
思
わ
れ
る�18
）。

劉
宋
時
代
の
求
那
跋

が

譯
し
た
『
沙
彌
威
儀
』
に
よ
れ
ば
、
沙
彌
に
十
戒
を
授
け
る
際
に
、

和
上
の
年

と
三
師
の
名
字
、
お
よ
び
受
戒
の
年

日
を
知
る
べ

き
だ
と
し
て
い
る�19
）。

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
、

佛
敎
の
受
戒
が
影

し
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。

中
國
佛
敎
に
お
い
て
受
戒
に
證
人
十
師
が
立
ち
あ
っ
た
の
は
、

い
つ
か
ら
だ
ろ
う
か
。『
佛

統
紀
』
は
、
中
國
に
お
い
て

に
戒
壇
が
建
て
ら
れ
た
時
を
劉
宋

の
元
嘉
十
一
年
（
四
三

四
）
と
し
て
い
る
。「
求
那
跋

、
南
林
寺
に
お
い
て
戒
壇
を
立

て
、

尼
の
受
戒
を
爲
す
。
震
旦
戒
壇
の
始
爲
り
」
と
あ
る
が
、

そ
の
時
に
證
人
「
十

・
十
尼
」
を
み
た
す
た
め
に
、
ス
リ
ラ
ン

カ
（
師
子
國
）
か
ら
比
丘
尼
八
人
が
來
た
と
い
う�20
）。『
佛

統
紀
』

は
こ
の
受
戒
を
、

足
戒
に
十
師
が
立
ち
あ
っ
た

の
例
と
す

る
。
と
こ
ろ
が
、

足
戒
に
三
師
が
立
て
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
よ

り
も
う
少
し

に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
ス
タ
イ
ン

敦
煌
寫
本
七
九
七
に
よ
れ
ば
、
西
涼
の
建

元
年
（
四
〇
五
）
に

「
比
丘
德
祐
、
敦
煌

の
南
に
於
い
て

戒
を
受
く
。
和

は

法
性
、
戒
師
は
寶
慧
、
敎
師
は
惠
穎
た
り
。
時
に
戒
場
を
同
に
す

四
六

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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る

、

輔
・
惠
御
等
十
二
人
た
り�21
）」

と
あ
る
の
で
、
敦
煌
地
域

で
は
あ
る
が
、
四
〇
〇
年
代

頃
に
は
受
戒
に
三
師
が
立
て
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

四

臨
壇
三
師
の
經
典

根
據

敎
の
臨
壇
三
師
が
佛
敎
受
戒
に
お
け
る
三
師
を
借
り
て
作
ら

れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
役

と
名

か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ

れ
は
佛
敎
三
師
の

な
る
模
倣
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

敎
經
典

に
根
據
を
お
き
、

敎
儀
禮
に
ふ
さ
わ
し
く
工
夫
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
臨
壇
三
師
の
經
典

根
據
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
度
師

「
度
師
」
は
經
典
を
傳
授
し
、
超
俗
の
領
域
へ

く
、
直
接
の

師
匠
の
こ
と
で
あ
る
。『
洞
玄
金

經
』
で
は
「
度
師
と
は

則
ち
經
を
受さず
く
る
の
師
、
我
を
五

の

よ
り
度
す
、
故
に
應
に

禮
を
設
く
べ
し
」
と
あ
る�22
）。
こ
の
度
師
を
中
心
に
經
典
傳
授
の
系

を
表
す
經
師
・

師
・
度
師
の
三
師
と
、
傳
授
の
場
で
働
く
臨

壇
三
師
が
交
差
す
る
わ
け
で
あ
る
。『
玉

經
』
に
よ
れ
ば
、

經
・

・
度
三
師
の
場
合
は
、
そ
の

在
を
思
い
心
に

禮
を
行

う
存
思
の
對

と
な
っ
て
い
る�23
）。
そ
の
規
定
は
五
世
紀

か
ら
少

な
く
と
も
十
三
世
紀
ま
で
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
蔣
叔
輿

（
一
一
五
六
〜
一
二
一
七
）
の
『
無
上

大
齋
立

儀
』（
以
下

『
立

儀
』
と
略

）
に
お
い
て
は
、
蔣
叔
輿
の
三
師
で
あ
る
經
師

齊
古
、

師
田
居
實
、
度
師
留
用
光
の
實
名
が
あ
が
っ
て
い
る�24
）。

そ
こ
で
は
、
杜
光
庭
（
八
五
〇
〜
九
三
三
）
の

を
引
き
、

「
度
師
」
に
つ
い
て
「
度
と
は
、

む
な
り
。
我
が
凡
身
を
度
し
、

め
て

品
に
登
ら
し
む
。
凡
從
り
此
に
至
る
は
、
師
に
因
ら
ざ

る
は
莫
し
。
乃
ち
己
の
師
な
り
」
と
解
し
て
い
る�25
）。

そ
の

末
に
「
今
世
に
經
は
師
授
せ
ず
、
齋
法
も
亦
た
廢
る
。

結
齋
の
士
は
、
苟
も
未
だ
寶
經
を
盟
受
せ
ざ
れ
ば
、
科
の
中
に

す
る

の
上
淸
金
書
・
三
洞
寶
等
の
語
の
如
く
、
皆
な
當
に
宜
し

き
に
隨
い
て
換
易
す
べ
し
。
師
に
禮
す
る
の
時
は
、
法

を
傳
う

る
の
三
師
を
存

す
れ
ば
、
可
な
り�26
）」
と
あ
り
、
經
・

・
度
三

師
と
繫
が
る
師
受
が
で
き
な
い
場
合
は
、
法

を
傳
授
す
る
三
師
、

す
な
わ
ち
臨
壇
三
師
に
た
い
し
て

禮
と
存
思
を
行
え
ば
良
い
と

四
七

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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い
う
現
實
案
を
出
し
て
い
る�27
）。

三
代
に
わ
た
る
傳
經
の
脈
は

え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
臨
壇
三
師
は
儀
禮
の
空

に
お
い
て
い

つ
で
も
組
織
で
き
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
二
）

度
師

「

度
」
は
、

に
靈
寶
經
に
お
い
て

敎
修
行

を

察
す
る

神
格
を

味
し
て
い
た
。
そ
の
代
表

な
例
は
、『
度
人
經
』
に

み
え
る
。『
度
人
經
』
の
後

に
は
、
元
始
天

が
寶
珠
を
空
中

に
か
け
、
無
數
の
天
眞
大
神
を
つ
れ
て
寶
珠
の
中
に
入
る
不
思
議

を

く
場
面
が
あ
る�28
）。「
元
始

ち
寶
珠
の

に
於
い
て
、

經

し
て
すべ
て
竟
る
。
衆
眞

度
し
、
以
て
我
に
授
く
」
と
あ
る
よ
う

に
、
寶
珠
の
中
に
お
け
る
元
始
天

の

經
が

わ
る
と
、
衆
眞

が

度
し
て
『
度
人
經
』
を
太
上

君
に
授
け
る
の
で
あ
る
。

玄
英
（
七
世
紀
）
は
「
衆
眞
は
、
度
人
を

領
す
、
眞
官
の
職
な

り
。
元
始

經
し
て
已
に
畢
ら
ば
、
此
の

度
衆
眞
に

し
、

此
の
經
を
將もっ
て

君
に
傳
授
せ
し
む
」
と

記
し
て
い
る�29
）。
す
な

わ
ち
元
始
天

よ
り
太
上

君
へ
の
敎
え
の
傳
授
を

察
し
た
天

界
の
眞
人
が
「

度
」
の
由
來
な
の
で
あ
る
。

ま
た
『
太
上
靈
寶

天

自
然
玉
字
』
で
は
、
符
を
受
け
る

際
に
傳
授
す
る
師
匠
の
生
年

日
と
名
字
を
書
き
、
誓
い
の
信
物

を
備
え
て
弟
子
に
與
え
る
と
、「

度

命
」
と
「
侍
經
仙

」

等
が
受
經

の
死

を
落
し
て
仙
名
を
上
げ
、
さ
ら
に
三
十
二
天

の
「

仙
司
馬
」
と
「
典
經
羽

」
が
、
玉
童
玉
女
を

じ
て
神

眞
の
氣
を

り
、
靈

を
侍
衞
し
、
受
經

を
保
護
す
る
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
靈
寶
經
に
お
い
て
語
ら
れ
た
、
經
典
に
附
き
そ

っ
て
經
典
そ
の
も
の
と
經
典
を
持
つ
人
を

察
し
、
か
つ
保
護
す

る
神
格
は
、
陸
修
靜
の
『
授
度
儀
』
の
な
か
に
も
取
り
入
れ
ら
れ

た
。

太
上
靈
寶
無
上
洞
玄
法
師
（
某
甲
）
先
生
（
臣
嶽
甲
）、

首

禮
し
、

ん
で
上

す
。
太
極
典
經
仙

、
侍
經
玉

、

度
司
馬
、
四
司
五

、
玉
童
玉
女
、
手
に
紫
毛
之

・
十

靈
旛
を
執
り
、
萬
神
千
眞
を
從
え
、

吹
す
る
は
鳳
鳴
、

後
奏
す
る
は
天

、

香
散

し
、
一
時
に
空
に

き
て
降

り
、
天
儀
羅
列
し
、
盟
言
を

度
す
る
こ
と
を
、
と�30
）。

つ
ま
り
、
靈
寶
經
を
授
け
る
師
は
、
こ
れ
ら
典
經
仙

・
侍
經
玉

・

度
司
馬
な
ど
が
、
壇
上
に
降
り
て
き
て
天
上
の

を
現
し
、

四
八

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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盟
誓
を

度
す
る
こ
と
を

願
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

度
師
の
由
來
は
天
上
の
神
格
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
科
戒
營
始
』

に
お
い
て
も
「
神
王
は
、
衆
神
の

た
り
。
…
…
凡
そ
人

眞

得

す
れ
ば
、
皆
な
來
た
り
て

度
す
」
と
あ
り�31
）、
修
行

を

察
す
る
役

を
「
神
王
」
に
賦
與
し
て
い
る
。

現
存
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
八
世
紀
頃
に
は
存
在
し
て
い
た

『
靈
寶
金

三
元
威
儀
自
然
眞
經
』
は
、
天
上
に
お
い
て
元

始
天

よ
り
太
上

君
に
授
け
ら
れ
る
經
典
の
傳
授
儀
禮
を

の

よ
う
に
描
い
て
い
る
。

是
に
於
い
て
天

、

ち
侍
經
玉

に
命
じ
て
左
に
立
た
し

め
、

度
司
馬
に
右
に
立
た
し
め
、
九
天
眞
王
に
九
色
の

を

し
て
、
天
を

ら
す
こ
と
三
廻
せ
し
む
。

天

度
し
、

君
左
轉
し
、
南
向
し
て
長
立
す
。
天

左
廻
し
、
北
向
し

て
立
つ
。
侍
經
玉

は
、
眞
に
依
り
靈
に

げ
、

度
司
馬

は
、
經
を
執
り
て

に
在
る
。

君
九

し
、
三

三
伏
し
、

『
威
儀
自
然
眞
經
』
を
奉
受
す�32
）。

以
上
の
よ
う
に
、

度
師
は
經
典
傳
授
を
天
界
の
神
格
が
か
か

わ
る
神

な
る
儀
式
と
し
て
描
く
靈
寶
經
に
淵
源
し
、
そ
れ
だ
け

に
、
經
典
傳
授
の
壇
上
に
お
け
る

度
師
の
役

を
神

か
つ
嚴

重
な
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
三
）
保

師

後
に
「
保

」
は
、
上
淸
經
の
母
胎
で
あ
っ
た

傳

に
み

え
る
。
そ
こ
で
の
保

は
、
仙
人
と
な
る
人
物
を
保
證
す
る
仙
人

を

味
す
る
。
ま
ず
、
そ
れ
は
『
紫
陽
眞
人

傳
』（
三
九
九
年

の
紀
年
あ
り
）
に
お
い
て
、

眞
人
の
言
葉
と
し
て
、
仙
人
と
な

る
人
を
試
す
試

に
た
い
す
る

の
な
か
に
み
え
る
。

も
ろ
の
應
に
仙

を
得
べ
き
は
、
皆
な
先
に
百
たび
之
を
小

試
す
。
皆
な

ぎ
れ
ば
、
仙
人
の
保

す
る

の

は
、
乃

ち
三
官
に

し
、
罪
名
を
除
き
、
太
山
よ
り
下
し
、
死

を

除
き
、
名
を
仙
府
に
度
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
仙
府
に
乃
ち
十

二
大
試
あ
り
。
太
極
眞
人
下
り
て
之
に
臨
む
。
上

は
上
仙

と
爲
り
、
中

は
地
仙
と
爲
り
、
下

は
白
日
に

解
す�33
）。

小
試
に
合
格
し
て
仙
人
た
ち
が
昇
仙
を
保

す
る
人
は
、
死
の
名

か
ら
名

が
除
か
れ
、
仙
人
の
名

に
載
る
と

い
て
い
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
三
茅
君
の
得

を
描
い
た
『
太
元
眞
人
東

四
九

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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嶽
上
卿
司
命
眞
君
傳
』
に
お
い
て
、
中
茅
君
は
地
仙
と
な
る
の
だ

が
、
中
茅
君
が
仙
界
で
に
な
う
役
目
は
、
地
眞
（
す
な
わ
ち
地
仙
）

を
統
括
し
、
有

を
「
保

す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た�34
）。

他
に
上
淸
經
の
な
か
で
は
、『
上
淸
高
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』

に
、
五

や
天

、
五

王
が
保

す
る
と
い
う
こ
と
が
み
え�35
）、

『
上
淸
外
國
放
品
靑
童

』
に
は
「
其
の

を
見
、
其
の
訣

を
受
く
る
こ
と
有
れ
ば
、
天
王
玄

し
、
七

は

に
刻
み
、
西

龜
は

を
定
め
、
東
華
は
名
を
書
し
、
土
皇
は

を
滅
し
て
跡
を

落
し
、
九
陰
は
上
淸
に
保

す
」
と
み
え
る�36
）。

陶
弘
景
の
弟
子
、

子
良
（
四
九
七
〜
五
一
六
）
は
、
衆
仙
よ

り
彼
の
死
後
に
つ
い
て

げ
ら
れ
る
。
司
馬
君
の
言
葉
に
「
子
の

保

は

に

し
、
業
を
得
る
こ
と
も
亦
た
美
な
り
、

必
ず
諧かな

う
可
し
」
と
あ
り�37
）、

子
良
が
冥
界
よ
り
す
で
に
仙
人
と
し
て
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
傳
え
て
い
る
。
陶
弘
景
も
ま
た
茅
山
の
華

陽
洞
天
を

え
た
「
華
陽
頌
」
の
な
か
で
、「
動
靜
を
ば

み
て

矜

せ
よ
、
保

の
恩
に

か
ず
」
と
、
仙
官
へ
の
推

の
恩
に

そ
む
い
た
り
し
な
い
の
で
、
仙
界
が
自
分
の
行
い
を
見
と
ど
け
て

く
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る�38
）。

保

は
、
後

時
代
以
來
の
人
物
推

制
度
を
反
映
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
官
僚
推
薦
制
度
に
あ
る
「
薦

の
保
證
人
」

念
を
取

り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
史

の
な
か
で
は
、『

書
』
に

「（
張
）
蒼
の
任
人
、
中
候
と
爲
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
張
晏

（
三
世
紀
）
は
「

保
任
す
る

な
り
」
と

し
、

師
古
（
五

八
一
〜
六
四
五
）
は
「
蒼

保

す
る

有
り
て
、
其
の
人
、
中

候
の
官
と
爲
る
」
と

記
し
て
い
る�39
）。

體

な
保

の
方
法
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
史
料
と
し
て
、『
後

書
』
李
賢

が
引
く

『

官
儀
』
は
五
經
博
士
を
統
べ
る
祭
酒
の
推

の
書
き
方
を

記
載
し
て
い
た
。
そ
れ
は

の

り
で
あ
る
。

其
の

に
曰
わ
く
、
生
き
て
は
愛
敬
を
事
と
し
、
喪

し

て
は
禮
の
如
く
す
。『
易
』・『

書
』・『
孝
經
』・『
論
語
』

に

じ
、

ね
て
載

を
綜
べ
、
微
を
窮
め

を
あら
わ
す
。

居
し
て

を

し
み
、
聞

を
求
め
ず
。
身
に
金
痍
・
痼

疾
無
く
、
丗
六
屬
は
、
妖

の
交

・
王
侯
の
賞
賜
に
與あずから

ず
。
行
い
四
科
に
應
じ
、
經
は
博
士
た
る
に
任た
う
、
と
。
下

に
「
某
官
某
甲
、
保

す
」
と
言
う�40
）。

つ
ま
り
、
保

と
は
、
す
で
に
官
職
に
つ
い
て
い
る
も
の
が
、

五
〇

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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心
身
と
も
に
立
派
な
人
材
を

任

と
し
て
推

す
る
行
爲
な
の

で
あ
る
。

敎
に
お
け
る
保

が
、
こ
の
よ
う
な
推
薦

の
格
式

に
な
ら
い
、
仙
人
と
な
る
も
の
を
保
證
す
る
こ
と
と
想
像
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
上
淸
經
の
例
を

じ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

敎
經
典
の
な
か
で
保

は
、
ま
た
靈
寶
經
の
な
か
に
も

ん

に
見
ら
れ
る
。『
度
人
經
』
は
、
こ
の
經
典
が
天
地
の

の
存
在
、

王
か
ら
庶
民
ま
で
、

な
誦
經
の
功
德
が
あ
る
と
し
、
災

い
の
あ
る
日
に

香
し
て
十
回
誦
經
を
す
れ
ば
、「

天

名
を

記
し
、
萬
神

侍
衞
し
、
…
…
天
中
の

王
も
亦
た
爾なんじの
身
を
保

す
」
と
い
い
、
南
齊
の
嚴
東
（
五
世
紀
末
）
は
、「
其
の
五
天

三
界
の
至
靈

王
、
當
に
爾
の
身
を
保
ち
、
必
ず
爾
の
功
を

ぐ

べ
し
」
と

し
て
い
る�41
）。
ま
た
『
度
人
經
』
の

後
に
は
、
三
十

二
天
の
「
大
梵

語
・
無
量
の

」
を
列
べ
た
後
、「
其
の

を

知
り
、
能
く
齋
し
て
之
を
誦
す
る

有
れ
ば
、

天
皆
な
飛
天
神

王
を

し
て
、
其
の
身
を
下

し
、
其
の
功

を
書
し
、

天
に

上
奏
せ
し
む
。
萬
神

禮
し
、
地
祇
侍
門
し
、
大
勳

王
、
上
仙

に
保

す
」
と
あ
る
。

の

幽
棲
は
こ
こ
に
「

に
萬
神

禮

し
、
地
祇
侍
門
し
以
て
衞
護
す
る
を
得
れ
ば
、
三
界
・
五

の
大

、
共
に
相
い
保

し
て
以
て
仙
度
し
、

に
名
は

に
書
せ

ら
れ
、
位
は
眞

に
列
せ
ら
る
る
を
得
」
と

記
し
て
い
る�42
）。

五

が
保

す
る
と
い
う
表
現
は
他
の
靈
寶
經
に
も
散
在
す
る
。

例
え
ば
、『
度
人
經
』
と
同

、
四
世
紀
末
頃
の

立
と
さ
れ
る

『
元
始
五
老
赤
書
玉

眞

天
書
經
』
に
は
、

十
五
日
は
靈

寶
太
玄

玉
山
に
お
い
て
仙

を
學
ぶ
人
々
の
功
德
を
計
る
日
で

あ
る
と
し
、
そ
の
日
に
齋
戒
を
修
め
る
も
の
は
「
五

保

し
、

東
華
に
上
言
し
、
生
く
る
も
死
す
る
も
仙
と
爲
し
、
三
界
に
勒
下

し
、
神
靈
侍
衞
し
、
千
災
干
さ
ず
」
と
い
う�43
）。
ま
た
『
太
上
靈
寳

天

自
然
玉
字
』
に
は
、
八

日
に
自
然
玉
字
の

、
特
定

の

字
を
朱
書
し
て

用
す
れ
ば
、「
大
會
の
災
を
度
し
、
身
は

王
の
民
と
爲
り
、
五

保

し
、
位
は
仙
王
に
列
す
る
を
得
」

と
す
る�44
）。

以
上
の
保

の
用
例
を
み
る
と
、
保

の
役

を
は
た
す
の
は
、

不
特
定
の
「
仙
人
」
か
ら
「
五

」
や
「

王
」
ま
で
多

な
神

格
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
科
戒
營
始
』
は
、『
度

人
經
』
に
五
天
や
三
界
の
「

王
」
ま
た
は
「
大

」
が
保

と

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
神
格
を

王
の

と
し

五
一

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て



東方宗敎（日本衜敎學會）130號 2017年

て
ま
と
め
て

の
よ
う
に
い
う
。「

王
は
、
亦
た
神
王
の
流
、

凡
そ
三
種
有
り
。
一

は
三
天

王
、
二

は
五

王
、
三

は
飛
天

王
た
り
。
皆
な
學

行
人
を
戒

・
保

す
。
故
に
大

勳

王
、
爾
が
身
を
保

す
る
な
り
、
と�45
）」。

五

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
を

じ
て

敎
の
經
典
傳
授
の
際
、
壇
に
臨
む

「
三
師
」
の
規
定
を
定
め
た
の
は
、
劉
宋
の
陸
修
靜
で
あ
り
、
そ

の
三
師
の
姓
名
は
傳
經
の
證
人
と
し
て
經
典
と
と
も
に
傳
授
さ
れ

た
こ
と
を
確

し
た
。
宋
代
皇
后
の
授

の
例
を
考
え
る
と
、
そ

の
よ
う
な
規
定
は
五
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
ま
で
續
い
た
こ
と
に
な

る
。
規
定
の
詳
細
に
お
け
る
變

や

續
性
に
つ
い
て
、
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
比
較

安
定
し
た

制
度
が
維
持
さ

れ
た
時
期
に
は
、
經
典
傳
授
の
儀
禮
規
定
は
守
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
何
時
ま
で
續
い
た
の
か
に
つ

い
て
は
さ
ら
な
る
考
察
が
必

で
あ
る
が
、

淸
時
代
は
勿
論
、

現
在
臺
灣
や
中
國

敎
の
傳

儀
禮
の
な
か
に
も
形
跡
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る�46
）。

「
臨
壇
三
師
」
ま
た
は
「
登
壇
三
師
」
と
い
う
名

が
物
語
っ

て
い
る
よ
う
に
、
經
典
傳
授
の
儀
式
に
お
い
て
「
壇
」
の
設
立
は

重

で
あ
る
。
臨
壇
三
師
の
規
定
は
、
五
世
紀
以
降
、

敎
に
お

い
て
儀
禮
の
空

と

し
て
壇
が
重

さ
れ

た
こ
と
を
示
し
、
傳

經
の
儀
禮
に
三
師
が

壇
上
に
お
い
て
實
際

に
機
能
し
た
こ
と
を

確

さ
せ
て
く
れ
る

も
の
で
あ
る
。
現
行

の
『
正
統

藏
』
の

な
か
に
も
、
經
典
傳

授
の
際
に
、
臨
壇
三

師
の
名
が
書
か
れ
た

こ
と
を
示
す
痕
跡
が

っ
て
い
る
（
圖
）。

經
末
に
三
師
の
名
字

『上淸高上龜山玄 』( 藏1048・39a)『太上正一盟威 』( 藏877・ 3・27b)

五
二

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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を

名
す
る

が
保

・

度
・
度
師
の
順
に
設
け
ら
れ
、「
度

師
」
は
一
格
上
げ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
師
の
中
で

位
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
臨
壇
三
師
は
、
同
じ
く
五
世
紀
頃
、
受
戒
儀
式
の
完
備

が
重

な
問
題
で
あ
っ
た
佛
敎
よ
り
着
想
を
得
た
も
の
の
、
そ
の

な
か
み
は
、
中
國
の
官
僚
推
薦
制
度
に
お
い
て
推

を
保
證
す
る

「
保

」
を
取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
形
で
、
中
國
固
有
の

を

背
景
に
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
さ
ら
に
臨
壇
三
師
の
「
度
師
」
は
、

敎
え
の
傳
授
に
直
接
か
か
わ
る

も
親
密
で
重

な
師
匠
と
し
て
、

存
思
の
對

と
な
っ
て
い
た
の
は
、
本

で
確

し
た

り
で
あ

る
。
ま
た
「
保

」
と
「

度
」
は
、
い
ず
れ
も
四
世
紀
末
・
五

世
紀

の
上
淸
・
靈
寶
經
に
お
い
て
、
天
上
の
命
令
に
し
た
が
っ

て
仙
人
と
な
る
べ
き
人
物
を
推
薦
し
、
そ
の
受
度
を

察
す
る
神

格
に
由
來
す
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
經
典
傳
授
の
場
に
お

い
て
證
人
を
務
め
る
こ
れ
ら
の
師
は
、
そ
の
よ
う
な
神
職
を
代
理

す
る
も
の
と
し
て

味
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
佛

敎
受
戒
の
三
師
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
神

な

味
づ
け
は
必

で
な
か
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

目
に
値
す
る
。

す
る
に
、

敎
經
典
の
傳
授
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
は
、

壇
と
い
う

な
る
空

の
な
か
で
神
職
を
務
め
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
た
特

が
あ
る
。

以
上
が
本
論

の

旨
で
あ
る
が
、
以
下
に
經
・

・
度
三
師

の
な
か
の
度
師
と
臨
壇
三
師
の
度
師
と
の
關
係
に
つ
い
て

衍
し

て
お
き
た
い�47
）。

に
あ
げ
た

念
圖
に
も
ど
る
と
、
度
師
は
受

經

に
經
典
を
傳
授
し
、
受
經

を
經
・

・
度
の
師
受
系

に

屬
さ
せ
る
役

を
果
た
す
。
そ
の
壇
上
に
お
い
て
は
經
師
と

師
は
實
在
せ
ず
、
保

と

度
が
度
師
と
と
も
に
壇
に
登
り
、
師

受
を
證

す
る
。
つ
ま
り
授
經
の
壇
は
、
經
・

・
度
三
師
で
構

さ
れ
る
時

軸
と
臨
壇
三
師
に
よ
っ
て
構

さ
れ
る
空

軸
と

が
交
差
す
る
場
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
陸
修
靜
が
根
據
と
し
て
い

た
靈
寶
經
に
お
い
て
、
授
經
の
法
師
（
本
師
）
と
、
臨
壇
三
師
を

務
め
る
法
師
が
別
に
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
な
い
と
は
限
ら

な
い
。
し
か
し
、
臨
壇
三
師
の
名

が
度
師
・

度
・
保

と
決

ま
っ
た
時
點
で
は
、
經
・

・
度
三
師
の
度
師
と
同
一
人
物
と
し

て
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
の
餘
地
が
な
い
。

す
べ
き
こ
と
は
、
受
經

（

士
）
に
と
っ
て
一
生
、
一

五
三

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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人
の
度
師
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
端

に
い

え
ば
、
一
人
の

士
に
は
授
か
っ
た
經
典
群
の
數
だ
け
度
師
が
存

在
し
得
る
。
特
に

敎
に
お
い
て

士
の
法
位
は
、
傳
授
さ

れ
た
經
典
に
よ
っ
て
決
ま
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

士
の
權
威
を
決
め
る
關
鍵
は
、
師
匠
の
印
可
と
い
う
よ
り
、
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
の
上
位
に
あ
る
三
洞
經
の
獲
得
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
經

典
と
と
も
に
傳
授
さ
れ
る
經
・

・
度
三
師
の
名
は
、
建

上
は

傳

の
系
統
を
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
實
質

に
は
、
入
手
し
た

經
典
に
附
す
保
證
書
と
い
う
性
格
に
な
り
が
ち
な
一
面
が
あ
り
、

師
弟
關
係
の
形
式

を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、

制
度
が
動

す
る
混

期
に
は
、
師
受
制
度

が

ら
ぐ
の
も
當
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
立

儀
』

の
「
今
世
に
經
は
師
受
せ
ず
」
と
い
う
證
言
は
、

念
圖
の

軸

に
お
け
る
經
・

・
度
の
師
受
が

し
た
こ
と
を
い
い
、
そ
の

場
合
は
、
臨
壇
三
師
が
經
・

・
度
三
師
を

ね
る
と
し
た
。
つ

ま
り

念
圖
の

軸
（
臨
壇
三
師
）
は
、
い
つ
で
も
「
師
受
」
を

可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

敎
の
傳
經
儀
禮
の
構

圖
は
、
中
國
の
學

・
宗
敎

に

底
す
る
「
師
受
」
を
重
じ

る

識
が
、

敎
に
深
く
根
附
い
て
い
る
こ
と
を
指
し
示
す
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註�１
）
朱
自
英
「
宋
天

皇
太
后
受
上
淸

記
」（『

藏
』
一
五
七
・

『
茅
山
志
』

二
五
・
三
ｂ
〜
五
ａ
）「
就
江
寧
府
茅
山
崇
禧

、

開
建
上
淸

壇
、
預

玉

場
七
晝
夜
、
散
日
設

三
百
六
十

分
位
、
依
科
傳
度
、
訖
。
別
設
謝
恩

場
三
晝
夜
…
…
時
天

三

年
甲
子

四

戊
午
朔
二
十
三
日
庚
辰

記
。（
臨
壇
保

上
淸

大
洞
法
師
臣
張
紹
英
、
臨
壇

度
上
淸
大
洞
法
師
茅
山

正
眞
寂

大
師
臣
蔣
元
吉
、
臨
壇
度
師
上
淸
大
洞
宗
師
賜
紫
臣
朱
自
英
。）」

以
下
、

藏
番
號
は
商
務
印
書

涵
芬
樓
影
印
本
の

數
と
葉
數

を
記
す
。

�2
）

敎
に
お
け
る
經
典
傳
授
儀
禮
の
發

と
師
の

念
の
分

に

つ
い
て
は
、
金
志
玄
「
玄
師
と
經
師
」（
麥
谷

夫

、『
三
敎
交

論
叢
續

』
京

大
學
人

科
學

究

、
二
〇
一
一
）
五
七

〜
九
七
頁
を
參
照
。

�3
）

陸
修
靜
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』（『

藏
』
二
九
四
・
七
ｂ

〜
四
十
三
ｂ
）

�4
）

同
上
（『

藏
』
二
九
四
・
八
ｂ
）「
法
師
與
弟
子
臨
壇
、
三

師
・
五
保
嚴

法

、
弟
子
皆
玄
冠
・

褐
。」

�5
）
『
正
一
威
儀
經
』（『

藏
』
五
六
四
・
四
ｂ
〜
五
ａ
）
小
林
正

五
四

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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美
氏
は
梁
武

（
五
〇
二
〜
五
四
九
）
頃
の
經
典
で
あ
る
と
比
定

し
て
い
る
。
小
林
正
美
『
中
國
の

敎
』
一
九
九
八
、
一
〇
〇
頁
、

三
五
四
頁
を
參
照
。

�6
）
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉

科
戒
營
始
』
度
人
儀
（『

藏
』
七
六

一
・

六
・
九
ｂ
〜
十
ａ
）「
北
向
三

三
寶
三
禮
。
至
心

身

太
上

極
大

。
至
心

神
三
十
六
部

經
。
至
心

命
玄
中
大

法
師
。

面
西
、
禮

度
三
師
、
各
三

。
訖
、
便
長
跪
。
先
保

師
爲

法

、

度
師
爲

雲
袖
、

度
師
爲

法
皮
。
然

後
便
爲
戴
法
冠
。
畢
、

禮
三
師
三

。」
敦
煌
寫
本
『
三
洞
奉

科
誡
儀
範
』（P

2337

）
で
は
、「
保

師
・

度
師
・
度
師
」

を
す
べ
て
「
師
」
と
作
り
、「
然
後
便
爲
戴
法
冠
」
を
「

度
長

官
爲
加
法
冠
」
と
作
り
、「
雲
袖
」
は
「
法

」
と
作
る
。

�7
）
『
洞
玄
靈
寶
三
師
名
諱
形

居

方

』
五
千

師
諱
（『

藏
』
一
九
八
・
二
ａ
〜
三
ａ
）

�8
）
『
傳
授
經
戒
儀

訣
』

師
保
法
（『

藏
』
九
八
九
・
六
ｂ

〜
七
ａ
）

び
『
三
洞
珠
嚢
』
齋
會
品

引
の
太
玄
經
第
八
『
老

子
傳
授
經
戒

訣
』（『

藏
』
七
八
一
・

六
・
一
ａ
〜
二
ａ
）。

『
傳
授
經
戒
儀

訣
』
の

立
年
代
比
定
は
、
吉
岡
義
豐
「
老
子

河
上
公

本
と

敎
」（
酒
井
忠
夫

『

敎
の
總
合

究
』

一
九
七
七
）、『

敎
と
佛
敎
』
二
、
九
九
頁
を
參
照
。

�9
）
『
洞
玄
靈
寶
齋

光
燭
戒
罰
燈

願
儀
』（『

藏
』
二
九
三
・

十
三
ａ
〜
十
四
ａ
）。

�10
）
『
太
極
眞
人

靈
寶
齋
戒
威
儀

經

訣
』（『

藏
』
二
九

五
・
二
十
ｂ
）「
太
極
眞
人
曰
、
建
靈
寶
齋
法
、

高
德
玄
解
經

義

、
爲
法
師
。

才
智

、
能

妙
理
、
聞
見
法
度
、
爲

。

齋
、

罰
非
法
。

侍
經
、

侍
香
、

侍
燈
、

第

坐
處
。
先
受
此
經
爲
上
、
後
受
爲
下
。」
ま
た
、『
無
上

』

三
十
五
、『

修
科
儀
戒
律
鈔
』

八
に
引
用
が
あ
る
。

�11
）
『
受

第
法
信
儀
』（『

藏
』
九
九
一
・
一
六
ａ
〜
十
七
ｂ
）

「
今
於
本
府
縣
某

中
、
奉
受
正
一

三
洞
經
法
、

三
師
名
諱

如
左
」
と
あ
り
、
經
・

・
度
の
三
師
と
臨
壇
三
師
の
法
位
は

「
上
淸
玄

大
洞
法
師
」、
五
保
師
の
法
位
は
「
上
淸
大
洞
三
景
弟

子
」
と
な
っ
て
い
る
。

�12
）

張
萬
福
『
傳
授
三
洞
經
戒
法

略

』（『

藏
』
九
九
〇
・

下
・
一
八
ａ
〜
二
一
ｂ
）「

見
金
仙
・
玉
眞
二
公

、
以
景
雲

二
年
、

辛
亥
、
春
正

十
八
日
甲
子
、
於
大

眞

中
、

詣
三
洞
大
法
師
金
紫
光
祿
大
夫
・
鴻

卿
・
河

郡
開
國
公
・
上

國
太
淸

史

師
、
受

破
靈
寶
自
然

、
受
中
盟
八

經

四
十
七

、
眞

二

、
佩
符
策
杖
…
…
。
萬
福
自
惟
凡
鄙
、
戒

行
無
取
、
謬
奉
恩
旨
、
濫
預
臨
壇
大
德
證
法
三
師
、

玆
法
會
。」

『
無
上

大
齋
立

儀
』（『

藏
』
五
〇
八
・

一
六
・
一
ａ
）

に
記
す
張
萬
福
の
法
位
は
「
大

淸

三
洞
法
師
」
で
あ
る
。

�13
）
『
舊

書
』
司
馬
承
禎
傳
（

一
四
二
・
五
一
二
八
）「
開
元
九

年
、
玄
宗

使

入
京
、
親
受
法

、

後
賞
賜
甚
厚
。」

�14
）

眞
卿
「
茅
山
玄
靜
先
生
廣
陵
李
君

銘

序
」（『

藏
』
一

五
六
・『
茅
山
志
』

二
三
・
三
ｂ
〜
五
ｂ
）「
先
生
姓
李
、
諱
含

五
五

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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光
、
廣
陵
江

人
。
本
姓
弘
、
以
孝
敬
皇

廟
諱
改
焉
。
…
…
先

時
、
玄
宗
將
求
大
法
、

先
生
爲
師
、
竟
執

沖
、
辭
疾
而

。

七
載
春
、
玄
宗

慾
受
三
洞
眞
經
、
以
其
春
之
三

、
中
官
齎

璽
書
云
、
其

十
八
日
、
剋
受
經

。
是
日
於
大
同
殿
、

修
其

事
、

遙
禮
先
生
爲
度
師
、

賜
衣
一
襲
以
申
師

之
禮
、
因
以

玄
靜
爲
先
生
之
嘉
號
焉
。
仍
詔
刻
石
華
陽
洞
宮
以
志
之
。」

�15
）

劉
先
覺
「
嘉
定
皇
后
受

之
記
」（『

藏
』
一
五
七
・『
茅
山

志
』

二
六
・
二
四
ａ
〜
二
五
ａ
）「
用

皇
后
故
事
、

至
華
陽
洞
天
上
淸
宗
壇
、
傳
受
大
洞
畢
法
寶

、
金
龍
玉
璧
、
質

信
禮
儀
、

不
畢
備
、
上
淸
經

宗
師
臣

汝
積
實
臨
壇
度
師
。

…
…
臨
壇
保

師
太
上
靈
寶
無
上
洞
玄
法
師
・
元
符
萬
寧
宮
知

宮
・
沖
妙
大
師
臣
任
元
阜
、

度
師
（
闕
）、
臨
壇
度
師
茅
山
經

三
十
四
代
嗣
敎
宗
師
・
上
淸
三
洞
法
師
・
管

元
符
萬
寧
宮
・

一
大
師
・
賜
紫
臣

汝
積
。」

�16
）

織
田
得
能
『
佛
敎
大
辭
典
』（
名

會
、
昭
和
五
十
六
年
復

刻
版
）「
三
師
七
證
」
項
目
參
照
（
六
二
二
ａ
）。
中
國
佛
敎
に
お
け

る
受
戒
と
壇
に
つ
い
て
は
、T

o
ru F

un
a
y
a
m
a
,
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n
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a
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n a n
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e o

f th
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p
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�45

を
參
照
。

�17
）
『
十
誦
律
』

十
六
（
大
正
二
三
・
一
一
一
ｃ
）「
誰
是
汝

足

戒
和
上
、
誰
作
阿

梨
、
誰
作
敎
師
。
答
言
、
某
作
和
上
、
某
作

阿

梨
、
某
作
敎
師
。」
船
山
徹
氏
に
よ
れ
ば
、『
十
誦
律
』
は

「
中
國
佛
敎
史
上

の
體
系

な
律
典
で
あ
り
、
梁
代
ま
で
實
用

さ
れ
た
」。
船
山
徹
「
六

時
代
に
お
け
る
菩
薩
戒
の
受
容

」

『
東
方
學
報
』
六
七
（
一
九
九
五
）
四
頁
參
照
。

�18
）

呂
鵬
志
氏
は
、
經

度
の
三
師
が
佛
敎
受
戒
に
お
け
る
三
師
に

對
應
す
る
と

記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

り
で
あ
り
、
受
戒
の

三
師
に
對
應
す
る
の
は
度
師
・

度
・
保

の
臨
壇
三
師
の
ほ
う

で
あ
る
。
呂
鵬
志
『

敎
儀
式
史
綱
』
二
〇
〇
八
、
一
六
四

頁
、

四
。

�19
）
『
沙
彌
威
儀
』（
大
正
二
四
・
九
三
二
ｂ
）「
已
受
沙
彌
十
戒
、

爲
賢

人
。

敎
之
當
用
、
漸
積
從
小

、
當
知
威
儀
施
行
、

應
當
知
和
上
幾

三
師
名
字
、
當
敎
識
知

受
戒
時

日

數
。」

�20
）
『
佛

統
紀
』

三
十
四
（
大
正
四
九
・
三
四
四
ｃ
）
劉
宋

「（
元
嘉
）
十
一
年
、
求
那
跋

、
於
南
林
寺
立
戒
壇
、
爲

尼
受
戒
、
爲
震
旦
戒
壇
之
始
。
時
師
子
國
比
丘
尼
八
人
來
、
未
幾

復
有
尼
鐵
索
羅
三
人
至
、
足
爲
十
衆
。
乃

伽
跋

爲
師
、
爲

景
福
寺
尼
慧
果
等
、
於
南
林
戒
壇
依
二
衆
、
重
受

戒
。」『
佛

統
紀
』

五
十
三
・
立
壇
受
戒
（
大
正
四
九
・
四
六
二
ｃ
）「
求

那
跋

、
於
南
林
寺
、
立
戒
壇
、
爲

尼
受
戒
、
尼
惠
果
等
、
於

戒
壇
依
二
衆
、
重
受

戒
。（
十

十
尼
爲
二
衆
）」
も
と
の
記
事

は
『
比
丘
尼
傳
』

果
尼
傳
（
元
嘉
十
年
、
四
三
三
）・
寶
賢
尼

傳
（
元
嘉
十
一
年
、
四
三
四
）（
大
正
五
〇
・
九
三
九
ｃ
、
九
四

五
六

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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一
ａ
）
を
參
照
。

�21
）
「
十
誦
律
比
丘
戒
本
德
祐
題
記
」（
ス
タ
イ
ン
敦
煌
寫
本
七
九

七
）「
建

元
年

在
乙
巳
（
十
二

五
日
戊
時
）
比
丘
德
祐
於

敦
煌

南
受

戒
。
和

法
性
、
戒
師
寶
慧
、
敎
師
惠
穎
。
時

同
戒
場

、

輔
・
惠
御
等
十
二
人
」。
こ
の
記

は
、
池
田

『
中
國
古
代
寫
本
識
語
集

』
大
藏
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
八
〇

頁
、
湛
如
『
敦
煌
佛
敎
律
儀
制
度

究
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三

年
、
九
八
頁
に
も
收

さ
れ
て
い
る
。

�22
）
『
洞
玄
金

經
』（『

藏
』
七
七
二
・『
無
上

』

三

四
・
五
ｂ
）「
中
元
玉

神
仙
品
曰
、
…
…
度
師
則
受
經
之

師
、
度
我
五

之

、
故
應
設
禮
。」

�23
）
『
玉

經
』
入
靜
思
三
師
法
（『

藏
』
七
七
二
・『
無
上

』

三
五
・
二
ｂ
〜
三
ａ
）「
先
思
經
師

在
之
方
、
心

三

、

願
師
得
仙

、
我
身
升
度
。

思

師

在
之
方
、
心

三

、

願
師
得
飛
仙
、
爲
我
開
度
七

父
母
、
早
升
天
堂
、
我
得
眞

、

升
入

形
。

思
度
師

在
之
方
、
心

三

、
願
師
得
升
度
、

上
登
高
仙
、
爲
我
開
度
五

八

、
名
入
仙

、
永

眞
人
。」

�24
）
『
無
上

大
齋
立

儀
』
釋
禮
師
存
念
（『

藏
』
二
八
五
・

三
二
・
四
ｂ
〜
五
ａ
）「

思
經
師
上
淸
靈
寶
法
師

君
、
諱
齊

古
、
字

仲
、
…
…

思

師
上
淸
三
洞
法
師
田
君
、
諱
居
實
、
字

若

、
…
…

思
度
師
上
淸
三
洞
法
師
留
君
、
諱
用
光
、
字

輝
。」

�25
）

同
上
（
六
ａ
）「
杜
廣

先
生
曰
、
…
…
度

、

也
。
度
我

凡
身
、

登

品
。
從
�
几
�〔
凡
〕
至
此
、
莫
不
因
師
。
乃
己

之
師
也
。」

�26
）

同
上
（
六
ｂ
）「
今
世
、
經
不
師
授
、
齋
法
亦
廢
。
結
齋
之
士
、

苟
未
盟
受
寶
經
、
如
科
中

上
淸
金
書
三
洞
寶
等
語
、
皆
當
隨

宜
換
易
。
禮
師
之
時
、
存

傳
法

三
師
、
可
也
。」
こ
の
箇

は
「
杜
廣

先
生
曰
」
に
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
蔣
叔
輿
の

言
葉
な
の
か
確
實
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
五
代
と
南
宋

、

の
多
か
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
は
い
え
る
。

�27
）
「
傳
法

三
師
」
が
臨
壇
三
師
で
あ
る
こ
と
は
、『
立

儀
』

（

藏
二
八
七
・

四
一
・
一
五
ｂ
、

四
五
・
一
二
ｂ
）
に
お

い
て
、「
太
上
洞
玄
靈
寶
長
生
度
命
無
上

」
の
傳
授
に
「
保

師

法
位
姓
（
押
）
╱

度
師

法
位
姓
（
押
）
╱
度
師

法

位
姓
（
押
）」
と
臨
壇
三
師
の
名

を
記
し
捺
印
を
す
る
規
定
か

ら
確
か
め
ら
れ
る
。

�28
）
『
元
始
無

度
人
上
品
妙
經
四

』（『

藏
』
三
八
・

一
・
一

四
ａ
〜
一
六
ａ
）「（

言
）
於
是
、
元
始
懸
一
寶
珠
、
大
如
黍
米
、

在
空
玄
之
中
、
去
地
五
丈
。
元
始
登
引
天
眞
大
神
・
上

高

・
妙

行
眞
人
・
十
方

極
至
眞
大
神
・

鞅
數
衆
、
俱
入
寶
珠
之
中
。

…
…
元
始

於
寶
珠
之

、

經

竟
、
衆
眞

度
、
以
授
於
我
。」

�29
）

同
上
（
一
六
ｂ
）

玄
英

「
衆
眞

、

領
度
人
、
眞
官
之

職
也
。
元
始

經
已
畢
、

此

度
衆
眞
、
令
將
此
經
傳
授

君
。

君
受
得
此
經
、
故
云
以
授
於
我
。」

�30
）
『
授
度
儀
』（『

藏
』
二
九
四
・
二
一
ｂ
〜
二
二
ａ
）「
太
上
靈

寶
無
上
洞
玄
法
師
（
某
甲
）
先
生
、（
臣
嶽
甲
）

首

禮
、

五
七

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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上

、
太
極
典
經
仙

、
侍
經
玉

、

度
司
馬
、
四
司
五

、

玉
童
玉
女
、
手
執
紫
毛
之

・
十

靈
旛
、
從
萬
神
千
眞
、

吹

鳳
鳴
、
後
奏
天

、

香
散

、
一
時

空
而
降
、
天
儀
羅
列
、

度
盟
言
。」

�31
）
『
科
戒
營
始
』（『

藏
』
七
六
〇
・

二
・
四
ａ
〜
四
ｂ
）「
神

王

、
衆
神
之

。
…
…
凡
人

眞
得

、
皆
來

度
。」

�32
）
『
一
切

經

義
妙
門
由

』（『

藏
』
七
六
〇
・
二
四
ｂ

〜
二
五
ａ
）

經
法
第
六

引
『
靈
寶
金

三
元
威
儀
自
然

眞
經
』「
於
是
天

、

命
侍
經
玉

立
左
、

度
司
馬
立
右
、

九
天
眞
王
廻
九
色
之

、

天
三
廻
。

天

度
、

君
左
轉
、

南
向
長
立
。
天

左
廻
、
北
向
而
立
。
侍
經
玉

、
依
眞

靈
、

度
司
馬
、
執
經
在

。

君
九

、
三

三
伏
、
奉
受
『
威
儀

自
然
眞
經
』。」『
上
淸

寶
經
』

引
『
金

』
の

容
と

似
す
る
（『

藏
』
一
三
五
三
・

三
・
五
ａ
）。

�33
）
『
紫
陽
眞
人

傳
』（『

藏
』
一
五
二
・
一
二
ｂ
〜
一
三
ａ
）

「
眞
人

君
曰
、

應
得
仙

、
皆
先
百

小
試
之
。
皆

、
仙

人

保

、
乃

三
官
、
乞
除
罪
名
、
下
太
山
、
除
死

、
度

名
仙
府
。
仙
府
乃
十
二
大
試
。
太
極
眞
人
下
臨
之
、
上

爲
上
仙
、

中

爲
地
仙
、
下

白
日

解
。」『
紫
陽
眞
人

傳
』
に
お
け
る

「
保

」
に
つ
い
て
は
、Ju
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�220

に
お
い
て
も
議
論
さ
れ

て
い
る
。
氏
は
臨
壇
三
師
の
確
立
時
期
を

代
と
み
て
い
る
が

（
二
一
六
頁
）、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
五
世
紀
頃
に
は
そ

の
骨
格
が
形

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

�34
）
『
太
元
眞
人
東
嶽
上
卿
司
命
眞
君
傳
』（『

藏
』
六
九
八
・『
雲

笈
七
籤
』

一
〇
四
・
一
七
ａ
）「
咸
陽
茅
固
、
家
于
南
關
、

字
季
偉
、
受
名
當
仙
、
位
爲
定

、

統
地
眞
、
使
保

有

。」

�35
）
『
上
淸
高
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』（『

藏
』
一
〇
四
一
・
七

ｂ
、
一
〇
ｂ
）「
得
佩
鳳
氣
玄
丘
眞
書
命

靈
幡
、
誦
憂

之
曲
、

則
五

衞
眞
、
天

敎
護
、
保

上
仙
、
得
奉

君
於
上
淸
宮
、

於
鳳
臺
之
堂
也
。」、「
高
上
五

命

靈
幡
、

生
鳳
臺
之
上
、

五

玉
眞

。
有
骨
命
合
仙
之
人
、
東
華

以
此

、

五

王
保

。」

�36
）
『
上
淸
外
國
放
品
靑
童

』（『

藏
』
一
〇
四
一
・

下
・

三
ａ
）「
有
見
其

、
受
其
訣

、
天
王
玄

、
七

刻

、
西

龜
定

、
東
華
書
名
、
土
皇
滅

落
跡
、
九
陰
保

上
淸
。」

�37
）
『

氏
冥

記
』（『

藏
』
一
五
二
・

三
・
三
ｂ
）「
司
馬
君

曰
、
子
保

、
得
業
亦
美
、

必
可
諧
。」

�38
）
『
眞

』

神
樞
（『

藏
』
一
〇
一
六
・

一
三
・
一
八
ａ
）

「

居
今

安
經
昭
靈
臺

、
慾
立
小
石

子
、
刻
書
「
華
陽
頌
」

十
五

、
皆

此
山
洞

外
事
。
…
…
動
靜

矜

、
不

保

恩
。」

�39
）
『

書
』
張
蒼
傳
（

四
二
・
二
〇
九
九
頁
）「
蒼
任
人
爲
中

五
八

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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候
」。
張
晏

「

保
任
也
。」

師
古

「
蒼
有

保

、

而
其
人
爲
中
候
之
官
。」

�40
）
『
後

書
』
朱

傳
（
列
傳
二
三
・
一
一
四
四
頁
）
李
賢

引

『

官
儀
』「
其

曰
、
生
事
愛
敬
、
喪

如
禮
。

易
・

書
・
孝
經
・
論
語
、

綜
載

、
窮
微

。

居

、
不
求

聞

。
身
無
金
痍
痼
疾
、（
世
）〔
卅
〕
六
屬
、
不
與
妖

交

・

王
侯
賞
賜
。
行
應
四
科
、
經
任
博
士
。
下
言
某
官
某
甲
保

。」

�41
）
『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
經
四

』（『

藏
』
三
九
・

四
・

一
ａ
〜
二
ｂ
）「

言
、
凡
有
是
經
、
能
爲
天
地
・

・
兆
民
、

行
是
功
德
。
有
災
之
日
、
發
心
修
齋
、

香
誦
經
十

、
皆

天

記
名
、
萬
神
侍
衞
。
…
…
天
中

王
、
亦
保

爾
身
。」
嚴
東

「
其
五
天
三
界
至
靈

王
、
當
保
爾
身
、
必

爾
功
。」

�42
）

同
上
（
二
五
ｂ
〜
二
八
ｂ
）「

言
、
此

天
中
大
梵

語

量
之

、
舊

字
皆
廣
長
一
丈
。
天
眞
皇
人
、
昔
書
其

、
以
爲

正

。
有
知
其

、
能
齋
而
誦
之

、

天
皆

飛
天
神
王
、
下

其
身
、
書
其
功

、
上
奏

天
、
萬
神

禮
、
地
祇
侍
門
、
大

勳

王
、
保

上
仙
。」

幽
棲

「

得
萬
神

禮
・
地
祇
侍

門
以
衞
護
、
三
界
・
五

之
大

、
共
相
保

以
仙
度
、

得
名

書

、
位
列
眞

。」

�43
）
『
元
始
五
老
赤
書
玉

眞

天
書
經
』（『

藏
』
二
六
・

下
・
二
ｂ
〜
三
ａ
）「（

十
五
日
）
其
日
、
修
齋
奉
戒
、
則
五

保

、
上
言
東
華
、
生
死
爲
仙
、
勒
下
三
界
、
神
靈
侍
衞
、
千
災

不
干
。」『
無
上

』

九
（
六
ｂ
）
に
も
み
え
る
。

�44
）
『
太
上
靈
寳

天

自
然
玉
字
』（『

藏
』
四
九
・

二
・

八
ａ
）「

以
八

日
、
朱
書
其
第
三
第
四
二
字
、
向
王

之
、

皆
得
度
大
會
之
災
、
身
爲

王
之
民
、
五

保

、
位
列
仙
王
。」

�45
）
『
科
戒
營
始
』

三
（『

藏
』
七
六
〇
・

二
・
四
ａ
）「
科

曰
、

王
、
亦
神
王
之
流
、
凡
有
三
種
。
一

三
天

王
、
二

五

王
、
三

飛
天

王
。
皆
戒

保

學

行
人
。
故
大
勳

王
、
保

爾
身
也
。」

�46
）

森
由
利
亞
「

眞
十
戒
系

考
｜
王
常

「

眞
十
戒
」

史

（
一
）
｜
」（『
早
稻
田
大
學
大
學
院

學

究
科
紀

』
第
四
分

五
八
號
、
二
〇
一
三
年
、
二
一
〜
三
八
頁
）、「

敎
の
出
家
傳

戒
儀
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
金

七
眞
、

善
翔
、

思
得
を
中

心
に
）
｜
王
常

「

眞
十
戒
」

史
（
二
）
｜
」（『
早
稻
田
大

學
大
學
院

學

究
科
紀

』
第
一
分

五
九
號
、
二
〇
一
四
年
、

三
九
〜
五
六
頁
）
は
、
淸
代
の

眞
敎
の
傳
戒
儀
式
に
見
ら
れ
る

各
種

素
の
淵
源
を
探
る
一

の

究
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
臨

壇
三
師
の
規
定
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
王
常

の
「

眞
十

戒
」
に
お
い
て
傳
戒
三
師
は
、
傳
戒
本
師
・
證

大
師
・

戒
大

師
と
な
っ
て
い
る
が
、
氏
の

究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
原
型
は
『
科

戒
營
始
』
の
臨
壇
三
師
に
遡
る
。
現
在
、
傳
戒
三
師
は
一
八
九
五

年
以
來
、

眞
敎
の
傳
戒
儀
禮
に
生
き
て
お
り
（h

ttp
: //w

w
w
.

d
a
o
ism
s.o
rg
/x
u
ed
a
o
/zlzl /in

fo

�12400.h
tm
l

）、
正
一

の

傳
度
儀
禮
の
な
か
に
臨
壇
三
師
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
確

で
き

る
。（h

ttp
: //w

w
w
.d
a
o
ism
s.o
rg
/a
rticle /so

rt028 /in
fo
-

五
九

敎
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て
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31864.h
tm

l,
h
ttp

: //w
w
w
.d
a
o
ism

s.o
rg
/article /so

rt028 /

in
fo

-31908.h
tm

l

）

�47
）

本
論

は
、
多
く
の
審
査
委
員
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

て
修
正
を
行
っ
た
。
こ
こ
に
謝

を
表
す
。
以
下

衍
す
る
こ
と

は
、
す
べ
て
審
査
コ
メ
ン
ト
の
な
か
で
提

さ
れ
た
問
題
に
た
い

す
る
粗
略
な
答
え
で
あ
る
。
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